
 

（第２号様式）   
令和６年３月 31日  
県立田奈高等学校長  

令和５年度 学校評価報告書（目標設定・実施結果） 
 

 視点 
４年間の目標 

（令和２年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（３月７日実施） 

総合評価（３月 19日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

１ 
教育課程 
学習指導 

①基礎学力の育
成を軸に社会
的・職業的自
立をめざし、
新学習指導要
領の実施に向
けた教育課程
の工夫・改善
に取り組むと
ともに、継続
的な授業改善
を進める。 

 
 
②学校行事や生
徒会活動を通
し、共生社会
の一員として
他者を認め、
互いに尊重し
あい、主体
的・自発的な
活動を促進す
る。 

①基礎学力の育
成を軸に社会的
自立をめざした
教育課程の工
夫・改善に取り
組むとともに、
ICT の有効活用
を含め、個別最
適な学びと協働
的な学びの実現
に向け継続的な
授業改善を更に
進める。 
 
②年間指導計画
や学校行事の見
直し、精選を進
め、生徒が主体
的・意欲的に運
営・参加し、よ
り満足度の高い
行事の計画・運
営を行う。 

①基礎学力の育成
を軸に「わかる授
業」「生徒が主体
的に参加できる授
業」を工夫・実践
し、ICTの有効活
用、授業改善を一
層推進する。ま
た、指導と評価の
一体化を目指し小
単元テストの実施
等、効果的な評価
方法を検討する。 
①教科横断的な学
びの展開、総合的
な探究の時間の実
施内容の工夫を進
め、主体的・対話
的で深い学びを通
じて基礎学力・発
展的学力を育成す
る。 
②生徒会等の活動
の活性化を図り、
行事運営等におい
て、生徒が主体的
に運営できるよう
指導を徹底する。 

①小単元テストや
振り返りプリント
提出等を定期的に
実施し、授業改善
に生かせたか。 
①授業改善のため
に教員研修等を通
じて ICT の利活用
頻度が上がった
か。 
①総合的な探究の
時間等を通じて、
生徒の主体的で協
働的な取組を実施
できたか。 
 
②生徒会活動、委
員会活動の仕組み
を工夫し、生徒一
人ひとりが活躍で
きる場を設定でき
たか。 
②生徒が主体的に
企画・運営し、参
加する学校行事が
行われ、生徒の参
加率が向上した
か。 

①単元テストや
プリント提出を
頻繁に行うこと
で基礎学力の定
着に結び付ける
ことができた。 
①ICTの有効活用
を図り、動画や
パワーポイント
他、視覚や聴覚
的な教材を積極
的に活用し、学
習に向かう意欲
を醸成した。 
①探究活動の推
進を目的とし生
徒のペアワーク
やグループワー
ク、発表機会の
充実に努め授業
改善を図った。 
 
②生徒会活動の
活性化を図り、
学校行事及び委
員会活動等の生
徒主体の取組を
推進した。 

①生徒一人ひとり
の基礎学力や学習
に取り組む意欲に
大きな違いがある
ことを踏まえ、更
に ICT の有効活用
を含めた個別最適
な指導の構築に向
けた取組みを促進
する必要がある。 
①基礎学力定着な
らびに指導と評価
の一体化に向けた
授業改善や評価方
法の検討を継続し
て実施する。 
 
②生徒主体の行事
運営の更なる活性
化に向けた組織の
見直しや推進方
策、活躍の機会拡
充に向けた検討を
行う必要がある。 
②生徒数減少に伴
い、行事の精選と
活性化を両立する
必要がある。 

①授業見学を通じて、
生徒たちが和やかで落
ち着いた表情を見せて
おり、アットホームな
雰囲気をつくり学校が
安心して過ごせる場所
になっていることが分
かった。教職員の努力
の賜物であると思う。 
①指導と評価の一体化
とは教員の授業への評
価も含まれており、ス
モールステップで生徒
の学びを見取ることは
非常に有意義であるた
め、更に進めていって
ほしい。 
②10 月に文化祭も参観
したが、少人数ならで
はの行事運営の工夫が
見受けられる。今後も
在籍する生徒のニーズ
や興味関心を確認しな
がら、生徒が主体的に
活動できる後押しを進
め、生徒と共に行事の
活性化をめざしてほし
い。 

①基礎学力の育成を軸に「わ
かる授業」、「生徒が主体的
に参加できる授業」を実践
し、スモールステップでの学
びの見取りを進めるため、復
習テストの実施や常にプリン
ト提出を求める授業を行っ
た。指導と評価の一体化に向
けた取組を推奨している中、
今後は更に授業改善及び評価
方法の改善が求められる。 
①一人一台端末の利活用を進
めるため、学習支援グループ
が中心となり頻繁に教員研修
を行い、効果的な利活用につ
いて情報共有に努めた。教科
によって利活用度の偏りがあ
るため引き続き研修等を通じ
た実践に努める。 
②生徒が主体となった学校行
事の推進に向け、昨年度以上
に生徒会本部はもとより委員
会等の組織の活性化を図っ
た。生徒数の減少や施設の耐
震工事等の影響により行事運
営に支障が出ないよう運営等
の工夫が求められる。 

①追認指導から補習指導に変更
した３年目の反省を生かし、授
業や評価方法の改善とリンクし
た補習指導に着手する。 
 
①一人一台端末導入開始３年目
となり、担当グループ相互の連
携を図り、より効果的な端末利
活用を提案・実施する。 
 
①基礎学力定着に向け、教科横
断的な学びの構築や総合的な探
究の時間における実施内容を見
直した成果を発揮する。 
 
②クラスや各委員会などにおい
て生徒がリーダーシップをとる
ことができるよう組織運営の方
法を更に改善し、生徒主体の行
事等の活動を通して社会性を育
み、生徒の自己有用感を醸成す
る。 
 
②10 月からの体育館耐震補強改
修工事を見据え、文化祭や球技
大会等の企画運営を工夫し、限
られた施設においても行事の充
実を図る。 

２ 
 
生徒指導・支援 

①生徒一人ひと
りが抱える課
題を的確に把
握し、外部機
関と連携した
きめ細かい個
別支援を組織
的に進める。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
②部活動におい
て生徒の主体
的・自発的な
活動に向けた
支援を継続的
に進める。 

 

①保護者との連
携を密にし、生
徒の状況把握・
情報共有を図る
とともに、外部
機関とも連携し
た組織的で、き
め細かな支援体
制を構築する。
また、積極的な
生徒指導を推進
し授業マナーの
遵守及び身だし
なみ指導等を通
じて、安全安心
な学校生活環境
を構築する。 
②生徒が主体
的・自発的に部
活動に取り組む
ことができるよ
う教職員の支
援・指導体制を
構築する。 

①全職員の共通理
解のもと生徒の状
況把握に努め、外
部機関とも連携し
た、組織的できめ
細かな支援体制に
ついてより効果的
な方策を示し、実
践する。 
①積極的な生徒指
導の推進のため、
保護者への綿密な
連絡を図る。併せ
て身だしなみ及び
授業マナーの遵守
等を強化・徹底す
る。 
②生徒の主体的な
活動を促すため、
教職員が部活動を
指導・支援する時
間を確保する。 

①生徒支援の観点
から、全職員の共
通理解のもと、保
護者や外部機関と
連携したきめ細か
な支援を行うこと
ができたか。 
①授業改善、授業
への取組姿勢への
支援等、積極的な
生徒指導を通じ
て、授業マナーの
遵守及び身だしな
み指導を定着でき
たか。 
 
 
②生徒が主体的・
自発的に部活動に
取り組む体制がで
きたか。また、部
活動加入率向上等
改善を図ることが
できたか。 

①個々の生徒情
報を教員や SC、
SSW、児相等の外
部人材とも共有
し、的確な保護
者連携を行い、
個別最適な支援
を実践できた。 
①フォローアッ
プ週間や身だし
なみ指導、遅刻
指導を通じて授
業マナーや社会
的モラルを醸成
した。また、身
だしなみ指導の
取組みは県教育
委員会から表彰
を受けた。 
②部活動活性化
については顕著
な成果を挙げる
ことができなか
った。 

①全職員で的確な
指導・支援を行う
ため、生徒支援・
教育相談に係る研
修等を引き続き行
う。 
①特に困難を抱え
る生徒への支援体
制を構築し、より
効果的なアプロー
チを検討する。 
①授業改善を通じ
て個別最適な学び
を実現し、併せて
授業マナーの向上
をめざす。 
②教職員が部活動
に参加する時間を
創成し、継続した
指導を行う体制を
構築する。また、
本校生徒の実態に
即した活動形態等
を検討していく。 

①授業の様子をみると
学び直したい気持ちや
わかるようになりたい
気持ちのある生徒が増
えていると感じる。教
員も益々意欲をもって
授業に取り組んでほし
い。 
①教員との信頼関係は
授業マナーや時間を守
る意識の醸成にも繋げ
ることができるので引
き続き丁寧な対応を行
ってほしい。 
 
②学校行事や部活動は
生徒の自己有用感を醸
成できる効果的なもの
である。部活動や委員
会活動等に主体的に取
り組む生徒を増やして
ほしい。 

①授業マナーの遵守及び身だ
しなみ指導のためにフォロー
アップ週間の設定や頭髪指導
に着手したが、教員の粘り強
く丁寧な指導を生徒や保護者
が理解し、成果を得ることが
できている。また、授業マナ
ー（授業遅刻の抑止を含む）
を軸に、魅力ある授業づくり
を通じて生徒の学習意欲向上
を図ることができた。 
①個別最適な支援の構築に向
け SC、SSW 及び児相等の外部
機関と連携し、個別支援を進
めることができた。 
②部活動加入率については向
上させることができなかっ
た。ただし、少人数ながら積
極的に活動している生徒たち
への指導を精力的に行うとと
もに、顧問と生徒が共に活動
するための時間確保に努めて
いる。引き続き活動形態の検
討を進める必要がある。 

①常に授業開始前に授業担当教
員が教室に入室し、生徒への声
掛けを行うなど、より良好な関
係性を構築しつつ、学びに向か
う姿勢を醸成する。 
 
①引き続き、身だしなみ指導の
趣旨を丁寧に伝えながら継続的
な指導を行うとともに、遅刻指
導等を通じて、社会性を育む。 
 
①オンザフライミーティングを
活性化させ、生徒情報や効果的
な支援方策を共有する。 
 
②部活動に対する概念を見直
し、新入生オリエンテーション
の内容を工夫して部活動の意義
や効果を伝えたり、部を統合し
て間口を広くするなど、改革を
視野に入れた検討を行う。ま
た、教員が活動に参加できる時
間を確保する仕組みを構築す
る。 



 

 視点 
４年間の目標 

（令和２年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（３月７日実施） 

総合評価（３月 19日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

３ 進路指導・支援 

生徒一人ひとり
の持つ可能性を
広げるため、希
望や適性を把握
し、早い時期か
ら SCC や外部機
関とも連携した
組織的かつ継続
的な進路指導・
支援を充実させ
る。 
 

生徒一人ひとり
が持つ可能性を
広げるため、希
望や適性を把握
し指導につなげ
る。また、総合
的な探究の時間
における学びの
充実を図るとと
もにキャリア支
援センターが中
心となり、様々
な人材が積極的
に連携を図り、
３年間を通じた
組織的かつ継続
的な進路支援を
充実させる。 

・総合的な探究の
時間や進路行事を
とおして、各学年
の発達段階に応じ
たキャリア計画を
提示し、生徒一人
ひとりの進路に対
する意識の涵養を
図る。 
・キャリア支援セ
ンターを中心に
SCC や CS ならびに
様々な外部機関と
も連携し、全職員
の共通理解のもと
組織的かつ継続的
に進路指導を行う
ことができる仕組
みを構築する。 

・生徒の進路や将
来に対する就労等
の意識の向上を促
し、進路決定率の
割合を向上させる
ことができたか。 
・SCC や CS ならび
に緑法人会等の
様々な外部連携機
関と協働し、キャ
リア関連行事等を
効果的に実施し、
各事業参加率を向
上させることがで
きたか。 
 

・キャリア支援
センター機能の
充実を図り、SCC
や外部機関と連
携し、緑法人会
による面接講習
会や教職員によ
る探究の時間の
実践を通じ、進
路未決定者を減
少させた。 
・職業インタビ
ューやかなテク
実習、CS の支援
によるインター
ンシップ等の取
組を充実させ、
生徒の積極的な
参加を促した。 

・探究の時間にお
けるキャリア関連
プログラムの精選
や実施内容の抜本
的な改編など、生
徒の自己有用感を
醸成し、主体的に
進路選択を考える
ことができる生徒
を育てるための方
策を構築する。 
・キャリア支援セ
ンターを中心に、
SCC とともに生徒
への積極的なアプ
ローチを行い、自
立した社会人とな
るための意識を涵
養する。 

・国の動向をみても不
登校生徒への対応が全
日制の学校にも求めら
れている。田奈高校が
培ったノウハウを発信
するとともに、あらた
な仕組みづくりを検討
する必要がある。 
・SCC の活躍は他県に
も紹介しているが、こ
れは SCC の配置のみな
らず、教員や外部機関
が SCC とどのようにリ
ンクするのかが重要で
ある。SCC や外部連携
を通じて生徒のキャリ
ア形成への意識醸成を
引き続き進めてほし
い。 

・卒業生の進路については、
大学・専門学校への進学
35%、就職48%、アルバイト・
未決定 17%となり、就職の割
合が増加し、未決定等の割合
を減少させることができた。 
・SCC による就労支援につい
ては、担任との綿密な連携に
より生徒個々の個性に応じた
支援を行うことができた。ま
た、コンソーシアムサポータ
ー配置校として、地区内のイ
ンターンシップのみならず、
本校生徒のインターンシップ
活動を活性化することができ
た。 
・今後も進路未決定者ゼロに
向け、３年間を通じたキャリ
ア教育を推進する。 

・３年間を見据えたキャリ教育
プログラムの改善を検討してき
たが、次年度は実施初年度とな
ることを踏まえ、生徒一人ひと
りが主体的に自己の進路につい
て探究するための授業展開及び
各種進路行事の実施方法など、
外部機関との連携を踏まえた検
討を行う。 
 
・キャリア支援センター機能の
効果的な運用を図るため、多岐
にわたる本校独自の外部連携等
を全職員が熟知し、個別最適な
進路支援に資する。 
 
・緑法人会や福祉事業経営者会
等との連携を深め、職員全体で
関わりを持つ機運を醸成する。 

４ 地域等との協働 

地域の豊富な社
会資源や学校運
営協議会制度を
活用し、地域に
根ざした、地域
から信頼される
学校づくりを進
めるとともに、
生徒による主体
的な地域貢献活
動を充実させ
る。 
 

本校独自の取組
である、緑法人
会、NPO 法人パ
ノラマ、田奈ゼ
ミボランティア
（近隣の大学連
携を含む）等、
様々な組織や人
材との連携を図
り、地域に根ざ
した、地域から
信頼される学校
づくりを進める
とともに生徒に
よる主体的な地
域貢献活動を推
進する。また、
本校独自の様々
な取組を地域に
発信するための
広報活動を充実
させる。 

・本校が行ってい
る様々な取組が中
学生や地域住民等
に理解されるよ
う、ホームページ
のみならず、様々
なメディアを活用
した広報戦略を企
画・実施する。 
・横浜市や近隣地
域の行事などとの
連携を図り、生徒
の地域貢献の場を
設け、生徒の自己
肯定感を育む。 
・NPO 法人パノラ
マや緑法人会等と
の連携に加え、近
隣自治会や近隣大
学と連携し、生徒
支援の取組を一層
深化させる。 

・積極的な広報活
動を通じて、学校
説明会や文化祭に
来場する中学生等
の人数が増加した
か。 
・地域との連携に
よる地域貢献活動
の実施頻度が上が
ったか。 
・地域の豊富な人
材等の参画を得
て、生徒支援の取
組を推進できた
か。 

・夏季休業中の
学校見学会の新
設、文化祭の段
階的な公開によ
り、来校する中
学生・保護者が
増加した。 
・NPO法人パノラ
マや緑法人会等
との連携により
ぴっかりカフェ
や朝食提供事業
等を通じて多く
の外部人材との
協働による支援
を実現できた。 
・近隣小学校と
の連携により生
徒会生徒が児童
支援へのボラン
ティア活動に参
加した。 

・地域住民からの
本校生徒へ理解が
進んでいる状況に
鑑み、継続して支
援をいただいてい
る団体や小学校と
の連携に限らず、
今後、生徒の活躍
の場の発掘等を含
め、より積極的に
連携先の開拓等を
進める必要があ
る。 
・学校ホームペー
ジの充実に加え、
中学生・保護者に
本校の教育活動や
在籍生徒の頑張り
や取組み等の魅力
を発信するための
更なる取組が必要
である。 

・ぴっかりカフェに参
加する生徒の割合が増
え、様々な困難を抱え
ていることも推察する
ことができる。これら
の生徒たちへの効果的
な支援を共に考えてい
きたい。 
・朝食提供や面接講習
会等で生徒と関わる頻
度が増え、益々生徒を
支援したいという会員
も増えている。地域の
教育力を更に活用して
いただきたい。 
・小学校の運動会では
田奈高生たちに協力し
ていただき感謝してい
る。児童にも保護者に
も好印象であり、連携
を継続・拡大していき
たい。 

・NPO 法人パノラマにより
「ぴっかりカフェ」を運営し
ていただき多くの生徒がボラ
ンティアの方々との交流を持
つことができた。 
・緑法人会により昨年度から
実施されている朝食提供事業
「♪田奈高校で朝食を♪」
は、計 65 回実施され、平均
70人程の生徒たちが利用し、
多くのスタッフの方々とのコ
ミュニケーションを通じて生
活習慣の改善や課題の早期発
見等、有益な取組となった。 
・１年全生徒による地域貢献
活動や生徒会生徒による小学
校の運動会ボランティアなど
を実施し、地域に根付いた活
動を実施し、地域住民に向け
て教育活動を積極的に発信す
るとともに、生徒の自己有用
感を醸成することができた。 

・本校が行っている様々な取組
が中学生や保護者、地域住民等
に理解されるよう、ホームペー
ジのみならず、様々なメディア
を活用した効果的な広報戦略を
企画・実施する。 
 
・緑法人会や NPO 法人パノラマ
等との連携に加え、近隣小中学
校や自治会、近隣大学と連携
し、生徒が主体的に取り組むボ
ランティア活動を始め、生徒の
自己有用感を醸成する取組を一
層深化させる。 
 
・ＰＴＡと生徒が協働して取り
組む生徒支援や多くの保護者が
参加できる活動をＰＴＡと共に
企画し実施する。 

５ 
学校管理 
学校運営 

働き方改革を推
進し、職員が生
徒と向き合う時
間を確保するこ
とで、職員一人
ひとりがクリエ
イティブスクー
ルとしての本校
の使命を踏ま
え、意欲的に教
育活動にあたる
ことのできる学
校づくりを進め
る。 
 

意欲的に教育活
動を実践するた
めの職場づくり
及び働き方改革
を推進するとと
もに、教職員が
生徒と向き合う
時間を確保す
る。また、麻生
総合高校との連
携を深め、県立
高校改革（第Ⅲ
期）に向けた準
備を全職員体制
で進める。 

・学校運営の中核
を担う企画会議に
おいて、様々な課
題解決に向けた議
論を活性化させ、
業務のブラッシュ
アップや効率化等
を図る。 
・県立高校改革に
係る校内ワーキン
ググループを設置
し、全職員体制で
開校準備に向けた
議論や企画等の業
務を行う。 

・企画会議が発信
する新たな取組や
業務のブラッシュ
アップが図られた
か。 
・働き方改革を踏
まえたグループや
学年業務の見直し
ができたか。 
・職員の勤務時間
の軽減を実現でき
たか。 
・開校準備に向け
たワーキンググル
ープの議論が活発
に行われたか。 

・教員数の減少
に伴うグループ
の統合や業務の
ブラッシュアッ
プや効率化を目
指した業務改善
等を行った。 
・風通しの良い
職場づくりを推
進し、職員の計
画的な休暇取得
を実現した。 
・新校設置ワー
キングループを
設置し、各グル
ープでの活発な
議論を行った。 

・教職員定数の減
少による教職員一
人当たりの業務量
増加を避けるた
め、業務の効率化
とスクラップなど
に更に積極的に取
り組む必要があ
る。 
・全教職員が当事
者意識を持ち、令
和８年度の再編統
合に向けた様々な
取組みを麻生総合
高校と綿密な連携
を図りながら推進
する必要がある。 

・再編統合に向けた積
極的な検討を行ってい
るが、クリエイティブ
スクールと総合学科双
方の良い面を継承して
ほしい。 
・生徒数減少という状
況を好機と捉え、より
アットホームで安心で
きる学校づくりを進
め、周囲にもアピール
してほしい。 
・田奈高校独自の様々
ンシステムを継承する
ための教員研修は非常
に有効であり、大切に
してほしい。 

・グループ業務の移管や人員
の調整等を通じ、業務量の偏
りの解消に取り組むととも
に、業務のスクラップへの意
識を啓発し、スリム化、効率
化を図った。 
・支援のヒント集や授業のヒ
ント集他、本校の様々な生徒
支援システムのマニュアルを
ブラッシュアップするなど、
業務の共通理解を図った。 
・働き方改革の取組として会
議の効率化に向けたペーパー
レス化の推進等を行ったが、
会議回数の減少等には至らな
かった。 

・業務のスリム化、効率化、ブ
ラッシュアップについては不断
の努力を行う。特に企画会議に
おける議論を活性化し、グルー
プ横断的な業務推進を含め、働
き方改革を進める。 
 
・令和５年度の再編統合に向け
たプロジェクトチームの議論を
継承し、新校設置に向けた様々
な取組を効率的に行う。 
 
・勤務時間内における会議の設
定等を工夫し、生徒と対峙する
時間や教材研究に充てる時間を
創出する。 

 


